

























































新宮　学 著『北京遷都の研究 ― 近世中国の首都移転 ―』
（汲古書院 2004年）
ARAMIYA Manabu, A Historical Study of the Capital Transfer
to Peking in the Ming Dynasty
曺　永憲 　（韓国　弘益大学 歴史敎育学科）






















































































































































































































































































































































































茨　Farmer, Edward L., Early Ming Government: 　
The Evolution of Dual Capitals, East Asian 
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1976, 189～191頁.
飲　曺永憲「清朝の首都論と皇帝の巡幸」、『中国
の清史編纂と清史 究』、東北亞歴史財団、
2010。 曺永憲「元明清時代首都北京と陪都の
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変遷」、『歴史上の首都と別京』2010年歴史学
会秋季学術大会発表集、 2010、11～19頁。
〈附記〉
　本書評は、韓国の中国史研究を代表する学
術誌『明清史研究』27輯（2007年）に韓国語
で発表された、拙著『北京遷都の研究』に対
する書評の日本語訳である。評者の曺永憲氏
は、韓国弘益大学歴史教育学科の助教授であ
る。明清時代の漕運史を専攻する新進気鋭の
研究者の手になる本書評は、物流問題を中心
とする拙著の残された課題を鋭く浮かび上が
らせてくれた。
　このたび、曺氏自身によって一部加筆され
た書評を本誌に翻訳掲載するにあたり、その
仲介と全訳の労を取っていただいたのは、同
じく韓国の東国大学史学科の徐仁範副教授で
ある。旧知の徐氏は、主に明代軍政史と近世
東アジア海域史を精力的に研究されている。
北京遷都をめぐる諸問題を東アジア各国の研
究者がともに議論することの重要性に鑑み、
本書評の日本語訳を引き受けてくれた。この
場をかりてあらためて両氏に謝意を表する。
（新宮　　学）
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